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昭和41年卒 東條俊二

スキーに関しては、昭和39卒の三宅康三先生（大舘鳳鳴高校出身）が今風に言えばスキーアスリートで、スキー技術やレーステクニッ
クはすべて彼から教わり、結果西医体総合優勝、準優勝、国体出場、高松宮杯西日本スキー競技会出場等当時の奈良医大の部活動の
なかでは際立った成績を納めました。 西医体優勝の年には東日本優勝の北大と日本一を決めるべくスキー全国医学生大会をしました
が、完敗の結果でした。

診療所は地元の我々が教わっていたスキー教師と共同
で、野沢温泉スキー場ゲレンデに木造二階建ての小屋を
建て、一階はスキー教師側が使用して食堂やスキーレン
タルに、二階は我々部員が一泊３００円で宿泊食事付きで
当初、始めました。

建設設備資金は我々が負担とゆうことで、50万円弱を
先輩諸氏からお願いすべく私が走り回り、遠くは小樽に開
業の先生宅まで行ったもんです。しかし数年は続いたよう
ですが、設備不十分や新しく入部の連中には不評であっ
たようで、われわれが卒業後は自然消滅したようです。

あれだけ苦労して走り回った私としては、残念に思って
おります。我々の卒業後はスキー部の競技会の成績もい
まいちのようです。スキー場の診療所も遠方の長野県ま
でシーズンを埋めるだけの医師のボランチアの確保も難
しく、数年で終わってしまったようです。
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